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ここまでは全て単品管理で可能。



Kyoto Second Red Cross Hospital , KYOTO,   JAPAN

使用状態まで個品管理を行うのか？

• アンプルピッキングの整合、認証には有用

• 混注作業には有用

• しかしながらシリアルをとっても個品ごとの事故
が起こる可能性が少ないならロットでOK

• すなわちGS1でよい。RFIDにする意味は？
・アンプルピッカーを使用し、第一次監査を機械が行い
・それに続く薬剤師の二次監査
・看護師が混注時に三次監査

ここまではRFID使用で簡素化できる可能性あり

しかし。。。 混注したと言うConfirmationが必要
ベッドサイドで全てのアンプルの認証？
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RFID使用の可能性
• 経産省、厚労省の実証実験レベルでは今後広が

りは無い。

• ボトルのRFIDをReadingだけでなくWritingを行う

• 混注すべきアンプルのデータをWritingする。

• このボトルに何が入っているのか？すなわち混注
データがボトルに一元化される

↓
• RFID ReaderではなくWriterが必要

• 携帯情報端末をRFID対応に

• 全ての製薬会社が個品にRFIDをつける


